
（18.8%）、大学83校（39.9%）、短期大学専攻科４校
（1.9%）、養成所・専修学校43校（20.2%）の合計
208校である（文部科学省、2019）。Ａ大学の助産
師教育課程は、学士課程で行われているが、この
学士課程による助産師教育は全体の４割と主流を

Ⅰ　緒言

　我が国における助産師教育は、様々な教育課程
で行われており、2018年度の助産師教育機関数
は、大学院39校（18.8%）、大学専攻科・別科39校

〈原著論文〉

助産師教育における臨床助産学セミナーの意義
Significance of Clinical Midwifery Seminars on Midwifery Education

市川　きみえ１，田中　恵子２，藤野　百合３

生駒　妙香４，石田　美佳子５，寺本　久美子６

要旨
　本研究は、Ａ大学における学士課程の助産師教育に効果的なカリキュラムを検討するために、開校初年度から継続
的に行われてきた臨床助産学セミナーについて、教育上の意義を検討することを目的に行われた。なお、Ａ大学の臨
床助産学セミナーは、外部から講師を招き、Ａ大学の助産師学生と臨床助産師が一緒に受講するセミナーである。過
去に行われた臨床助産学セミナーについては助産師教育課程卒業生全員を対象に、また、2019年度の臨床助産学セミ
ナー（全3回）についてはセミナーの受講者（助産師学生と臨床助産師）を対象に、アンケート調査を実施した。そ
の結果、継続的に行われてきた助産学セミナーは、卒業生にとっては臨床での自律的な助産実践に役立っており、在
校生は助産学実習で助産ケアに直接役立っていた。また、受講者である臨床助産師は学生と学ぶことがモチベーショ
ンや学習意欲の向上につながっていた。以上より、これまで行われてきた臨床助産学セミナーの教育上の意義が明ら
かとなり、今後も継続していく必要性が示された。

Abstract
　The purpose of this study was to examine the educational significance of clinical midwifery seminars, conducted 
continuously from the first year of implementation, in order to develop effective curricula for undergraduate 
midwifery education at University A. Clinical midwifery seminars at University A invite external lecturers and 
are attended by both midwifery students at University A and clinical midwives. Questionnaire surveys were 
administered to all graduates of the midwifery education program concerning past clinical midwifery seminars, and 
to all seminar participants (midwifery students and clinical midwives) regarding the clinical midwifery seminars (3 
total) offered in 2019. It was found that ongoing midwifery seminars aided graduates in their autonomous clinical 
midwifery practice and current students of midwifery care in their midwifery practice. Moreover, for midwives 
who participated in the seminars, learning with students enhanced their motivation for learning and practice. These 
results demonstrate the educational significance of the clinical midwifery seminars offered in the past and the need 
to continue offering them in the future.

キーワード：助産師教育，助産学セミナー，助産実践
 midwifery education, midwifery seminars, midwifery practice
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ていく上で、最初に妨げとなったことの１つが、
勤務助産師自身が実践能力に自信を持てずに尻込
みしてしまうことであったことから、勤務助産師
には助産実践能力の強化の必要性があることを指
摘している。
　また、「助産分野における就職３年未満の実践力
評価 ―大学院修士課程と大学課程の比較―」報告
書（日本助産評価機構、2009）によると、学部卒
業生に比べ大学院修了生に特徴的なことには「旺
盛な探究心」、「助産という仕事への専心」などが
ある一方、両者に差がない項目は「個人差の大き
い助産技術の修得」であり、「修得した助産技術は
変わらず、修得までには時間がかかる」ことが示
唆されている。
　こういったことから、第一線で活躍する開業助
産師の「助産技術」に触れる機会となるＡ大学の
臨床助産学セミナーは、学生にとっては助産師の
職域の幅や業務の奥深さを知ることができ、自律
した助産師像を構築する機会となりえ、同時に臨
床の助産師にとっても実践に役立つ教育効果が期
待できる。そして、このような助産師教育の実践
により、Ａ大学の助産師教育は、2016年３月、日
本助産評価機構にて学士課程における助産師教育
において、日本で初めて適格と評価されている。
しかし、行われた臨床助産学セミナーが、卒後臨
床の場で助産実践にどのように役立っているのか、
また在学生および外部の受講者である臨床助産師
にとって、このセミナーが助産学実習や臨床現場
でどのように役立っているのかについて、これま
で調査はなされてこなかった。
　そこで、本研究は、助産師教育課程卒業生全員
へのアンケート調査と、2019年度のセミナー受講
者（Ａ大学３年生・４年生と外部からの受講者で
ある臨床助産師）を対象とするアンケート調査を
行い、Ａ大学の臨床助産学セミナーが臨床実践に
有益なものであるか明らかにし、教育上の意義を
論議した。

Ⅱ　研究目的

　本研究は、Ａ大学における学士課程の助産師教
育に有効なカリキュラム編成を検討するために、
開校初年度から継続的に行われてきた臨床助産学
セミナーが、卒業生にとって自律的な助産実践に
役立っているか、また2019年度のセミナーについ
ては、受講者である在校生にとっては助産学実習

占めている。
　このように、多様な教育課程で行われている助
産師教育は、質の担保のために、助産師教育の到
達度について指標となるものが求められ、全国助
産師教育協議会（2012）では、2012年に「助産師
教育のコア内容におけるミニマム・リクワイアメ
ンツ項目と例示」として、助産師教育のコア内容、
教育機関や就業年限の違いにかかわらず、助産師
の資格を取得するのに最小限の教育内容を示して
いる。そして、教育課程においては大学院への移
行を進めるべく、2018年12月に、全国助産師教育
協議会（2018）は文部科学省と厚生労働省に「助
産師教育の質の保障、助産師養成数の確保に関す
る要望書」を、2019年５月には、日本看護協会（2019）
が文部科学省に「2020年度予算・政策に関する要
望書」を提出している。大学院教育への過渡期の
中で、学士課程における教育は、更なる充実を図っ
ていくことが重要である。
　助産師は自律した判断と実践能力が問われる職
業であり、自律した実践力を養う教育が求められ
る（国際助産師連盟、2010）が、学士課程では、
看護師資格を持たない学生に、過密なカリキュラ
ムな中で教授するため、教育上の工夫が必要とな
る。そこで、Ａ大学では、自律した実践力を養う
ための教育方法の１つの工夫として、初年度（2011
年度卒業生が１期生）から、臨床助産学セミナー
を開催してきた。これは、Ａ大学独自の取り組み
であり、開業助産師を中心に第一線で活躍されて
いる助産師を講師に招き、Ａ大学の学生のみなら
ず、実習施設の助産師など、テーマに関心のある
助産師を受講対象としたセミナーである。開催の
時期は、４年生の臨地実習開始の１～２か月前で
あり、これまで学生らは参加者である臨床助産師
と学びを共有してきた。
　春名（2019）は、助産師基礎教育の課題とし
て、助産師は、法律に基づいて正常な妊娠・分娩・
産褥経過であれば助産師の責任において診察やケ
アを行うことができる。しかし、助産師教育の前
段階にある看護師教育では、看護師の業務は医師
の診断・指示のもとに行う「診療の補助」と「療
養上の世話」を行うことと教えられていることと、
実習では少子化のあおりを受けて臨床実践を十分
に体験することが難しくなっており、実践能力そ
のものの習得が十分にされず、卒後臨床実践との
間に乖離が生じている現状を指摘している。さら
に、医療施設では助産師外来や院内助産を推進し
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と臨床助産師であった。そして講師は、『フリース
タイル出産の理論と実際』と『IBCLCによる母乳
育児支援』は開業助産師、『セクシュアリティと助
産師のケア』は、他学で助産師教育を担う教員で
あった（『』はタイトルを示している）。
　これまでにＡ大学で行われた臨床助産学セミ
ナーの変遷は、表１に示すとおりであり、卒業年
度によって受講したセミナーに違いがある。タイ
トルや所要時間には多少の変更があるものの、『フ
リースタイル出産の理論と実際』は2011年度から、

『IBCLCによる母乳育児支援』は2012年度から2019
年度まで継続して行われており、その他のセミナー
は、単発で行われている。2019年度に、新たに行
われたものは『セクシュアリティと助産師のケア』
であった。
　分析方法は、調査１は単純集計、調査２のセミ
ナーの進め方、各セミナーの理解度、満足度は単
純集計である。調査２の受講者の学びは在校生、
臨床助産師それぞれの自由記述を類似する内容ご
とにまとめ、カテゴリーを抽出した。そして、調
査１、調査２の結果をふまえ、臨床助産学セミナー
は、助産師教育上、自律した実践力を養うための
教育方法として意義があるか論議した。
　研究倫理は、個人情報保護に留意し、千里金蘭
大学疫学研究倫理審査委員の承認を経た（承認番
号K19-008）上で、調査を実施した。

Ⅳ　結果

１．助産師教育課程卒業生が臨床実践で役立った
内容（調査１）

１）有効回答
　A大学の助産師教育課程卒業生48名の内、所在不
明の６名以外の42名にアンケートを送付し、14名

に、臨床助産師にとっては助産実践に有益な学び
となっているかを明らかにすることで、その教育
上の意義を明らかにすることを目的に行われた。

Ⅲ　研究方法

　本研究で、Ａ大学で開校初年度から継続的に行
われてきた臨床助産学セミナーの意義を明らかに
するためには、卒業生にとって在学中に受講した
臨床助産学セミナーが、卒後臨床の場で自律的な
助産実践に役立っているかという長期的な効果と、
セミナー受講者である在校生にとっては助産学実
習に、そして臨床助産師にとっては臨床の場での
助産実践に有益な学びとなっているかという短期
的な効果の両方を明らかにする必要がある。そこ
で、2019年６月～７月の間に、卒業生を対象とす
る調査（調査１）と、2019年度のセミナーの受講
者を対象とする調査（調査２）の２つの調査を同
時に行った。なお、２つの調査はともに無記名自
記式質問紙調査であった。
　調査内容は、調査１は、卒業生が在学中に実習
で役立った内容や就職後の臨床実践に役立った内
容と今後希望するセミナーの内容であり、調査２
は2019年に行われた臨床助産学セミナー、各セミ
ナーの進め方、受講者の理解度、満足度と学びで
あった。なお、2019年度に実施した臨床助産学セ
ミナーは、『フリースタイル出産の理論と実際』、

『IBCLC：国際認定ラクテーション・コンサルタン
ト（NPO法人日本ラクテーション協会、2016）に
よる母乳育児支援』、『セクシュアリティと助産師
のケア』であり、『フリースタイル出産の理論と実
際』と『IBCLCによる母乳育児支援』の受講者は
Ａ大学４年生と臨床助産師、『セクシュアリティと
助産師のケア』の受講者はＡ大学３年生・４年生

表１　A⼤学で⾏われた臨床助産学セミナーの変遷
テーマ 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

ペリネイタル・ロスと助産師のケア
自立した助産師活動
助産実践における感性と科学の融和
産褥期の母親の気かがりと必要な支援
フリースタイル出産の理論と実際
IBCLCによる母乳育児支援
ウィメンズヘルスからみた⾻盤エクササイズ
セクシュアリティと助産師のケア
  実施年度
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３）卒業生に役立っていた内容
（１）在学中、実習に役立った内容
　在学中に実習で役立った内容（表３）は、『フリー
スタイル出産の理論と実際』では、「分娩介助技術
の理論」（３名）と「フリースタイル出産介助の演習」

（１名）であり、『IBCLCによる母乳育児支援』では、
「母乳育児支援の知識」（３名）であった。
（２）就職後、臨床実践に役立った内容
　就職後、助産師業務としての臨床実践に役立っ
た内容（表３）は、『フリースタイル出産の理論と
実際』では「分娩介助技術の理論」（４名）と「産
婦の分娩法へのニーズ」（１名）であり、『IBCLC
による母乳育児支援』では「母乳育児支援の知識」

（３名）であった。

４）今後希望する臨床助産学セミナー
　卒業生が今後希望する臨床助産学セミナーの内
容は、「マタニティケア能力」が12名（85.7％）と
最も多く、次いで「ウィメンズヘルスケア能力」
７名（50％）、「専門的自立能力」５名（35.7％）、「倫
理的感応力」２名（14.2％）であった（図１）。　

２．2019年度に行われた臨床助産学セミナーでの
学び（調査２）

１）対象者数
　『フリースタイル出産の理論と実際』の受講者は、
在校生（４年生）６名、臨床助産師８名（助産師
経験年数１年～30年）、『IBCLCによる母乳育児支

から回答を得た。有効回答率33.3%であった。

２）対象者の属性
（１）卒業年度別の回答数
　卒業年度別の回答数は、2011年度３名、2012年
度１名、2013年度２名、2014年度１名、2015年度
２名、2016年度０名、2017年度２名、2018年度２名、
不明１名であり、2011年度のセミナーを受講した
者の回答が最も多かった（表２）。なお、回答者は
卒業年度のセミナーを受講しており、『フリースタ
イル出産の理論と実際』は、回答者全員の14名が、

『IBCLCによる母乳育児支援』は11人が受講してい
た。

（２）助産師経験年数と現在の所属
　回答のあった14名の助産師経験年数は、０年～
８年。現在の勤務先の所属は、産科病棟（産婦人
科含む）10名（71.4％）、混合病棟２名（14.3％）、
外来１名（7.1％）、その他１名（7.1％）であった（表
２）。

（３）分娩介助件数と自律的な助産師業務の経験
　対象者の分娩介助件数は０件～250件であった。
自律的な助産師業務の経験がある者は、母乳外来
６名（42.9％）、フリースタイル出産の介助５名

（35.7％）、助産師外来５名（35.7％）、院内助産１
名（7.1％）であった（表２）。なお、それらの経験
者はいずれも卒後４年目以上の者である。そして、
フリースタイル出産の介助経験者５名の分娩介助
件数は、皆50件以上であった。

表２　調査１における対象者（A⼤学卒業⽣）の属性

対象者 卒業年度 所属 助産師経験年数 おおよその
分娩介助件数 自律的な助産師業務の実施状況

A 2011 産科 ８年 250件 フリースタイル出産、助産師外来、
母乳外来

B 産科 ７年 160件 フリースタイル出産、助産師外来、
母乳外来

C 産科 ７年 55件 母乳外来

D 2012 産科 ５年 150件 フリースタイル出産、院内助産、
助産師外来、母乳外来

E 2013 産科 ５年 100件 助産師外来
F 産科 ６年 95件 助産師外来、母乳外来
G 2014 外来 ５年 80件 フリースタイル出産
H 2015 産科 ４年 50件 フリースタイル出産
I 混合 ３年 60件 母乳外来
J 2017 産科 ２年 16件
K 産科 ２年 22件
L 2018 消化器外科 ０年（看護師経験１年） ０件
M 混合 ０年（看護師経験１年） ０件
N 不明 産婦人科 無（看護師経験３年） ０件
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『セクシュアリティと助産師のケア』は、在校生９
名（69.2％）であった。
　その他、『フリースタイル出産の理論と実際』で
は、在校生の１名（16.7％）が、「演習をもう少し
したかった」と答えていた。『IBCLCによる母乳育
児支援』は、在校生の２名（33.3％）が「正常・異
常を理解した後に演習ができたのが良かった」と、
演習の効果につながる授業の構成を評価していた。
また、在校生の１名（16.7％）は「映像がわかりや
すかった」と、動画を使った授業の効果について
も述べており、『セクシュアリティと助産師のケア』
で、在校生の３名（23.1％）が「パワーポイントや
資料がわかりやすかった」と、資料の効果につい
て述べていた。

援』は、在校生（４年生）６名、臨床助産師７名（助
産師経験年数４年～37年）、『セクシュアリティと
助産師のケア』は、在校生13名（４年生６名、３
年生７名）、臨床助産師１名（助産師経験年数６年）
であり、全員から回答を得た。

２）セミナーの進め方
　セミナーの進め方について（表４）尋ねたところ、
各セミナーともに「講義と演習のバランスが良かっ
た」と答えた者が多かった。「講義と演習のバラン
スが良かった」と答えた者は、『フリースタイル出
産の理論と実際』では在校生５名（83.3％）、臨床
助産師５名（62.5％）、『IBCLCによる母乳育児支援』
では在校生３名（50％）、臨床助産師４名（57.1％）、

表３　卒業⽣に役立っていた内容

テーマ
在学中 就職後

実習に役立った内容 臨床実践に役立った内容

フリースタイル出産
の理論と実際

・分娩介助技術の理論（３名） ・分娩介助技術の理論（４名）
・フリースタイル出産介助の演習（１名） ・産婦の分娩法へのニーズ（１名）

IBCLCによる
母乳育児支援 ・母乳育児支援の知識（３名） ・母乳育児支援の知識（３名）

 （　）回答人数

表４　2019年度臨床助産学セミナーの進め⽅
テーマ 回答内容 在校生 臨床助産師

フリースタイル出産の
理論と実際

（在校生６名、臨床助産師８名）

講義と演習のバランスが良かった 5（83.3） 5（62.5）
演習をもう少ししたかった 1（16.7） 0
NA 0 3（37.5）

IBCLCによる
母乳育児支援

（在校生６名、臨床助産師７名）

講義と演習のバランスが良かった 3（50.0） 4（57.1）
正常・異常を理解した後に演習できたのはよかった 2（33.3） 0
映像がわかりやすかった 1（16.7） 0
NA 0 3（42.9）

セクシュアリティと
助産師のケア

（在校生13名、臨床助産師１名）

講義と演習のバランスが 良かった 9（69.2） 0
パワーポイントや資料がわかりやすかった 3（23.1） 0
NA 1（7.7） 1（100.0）

 実数（％）

12

7

5

2

0 2 4 6 8 10 12 14

マタニティケア能力

ウィメンズヘルスケア能力

専門的自律能力

倫理的感応力

人

図１　卒業⽣が今後希望する臨床助産学セミナーの内容
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く出産をするには視野を広げる必要がある」など、
今後の学習への＜モチベーション・意欲の向上＞
につながっていた。
　臨床助産師の学びは、＜知識・スキルの向上＞、
＜助産師に必要とされる能力の再認識＞、＜モチ
ベーション・意欲の向上＞であった。臨床助産師は、

「産婦に何が必要か、どうしたいのか考えながら寄
り添うことの大切さを改めて感じ」、それが＜助
産師に必要とされる能力の再認識＞の機会となっ
ていた。また、学生と一緒に受講することは学習
への＜モチベーション・意欲の向上＞につながり、
さらに臨床現場で行うケアへの＜知識・スキルの
向上＞にもつながっていた。

（２）『IBCLCによる母乳育児支援』
　在校生の学びは、＜知識・スキルの向上＞、＜
ケアのイメージ＞、＜モチベーション・意欲の向
上＞であった。在校生は、「実際に働いている方の
ロールプレイを見せていただいて、イメージをつ
けることができた」、「（褥婦に）自信をもってもら
うことが重要」と受講者である臨床助産師の行っ
たロールプレイにより＜ケアのイメージ＞ができ、
＜知識・スキルの向上＞となっていた。そしてそ
れは、「産褥実習で母乳育児を支援していきたい」
と、実習での学習への＜モチベーション・意欲の
向上＞につながっていた。
　臨床助産師の学びは、＜知識・スキルの向上＞、
＜助産師に必要とされる能力の再認識＞、＜自尊
感情の高まり＞であった。臨床助産師は、「異常
時の対処方法について具体的に学べたことが印象
的だった」と、セミナーが＜知識・スキルの向上
＞につながっていた。また、なるべく手を出さず
に支援するセルフケアの大切さを再認識するなど
＜助産師に必要とされる能力の再認識＞の機会と
なり、臨床で行っているケア・サポートに自信を
持つことができたことは＜自尊感情の高まり＞と

３）各セミナーの理解度、満足度
　理解度の平均は、『フリースタイル出産の理論と
実際』では、在校生4.7点、臨床助産師4.9点、『IBCLC
による母乳育児支援』は、在校生4.8点、臨床助産
師4.9点、そして、『セクシュアリティと助産師のケ
ア』は、在校生、臨床助産師ともに５点満点であっ
た（表５）。全体的に在校生より臨床助産師の方が
やや高い傾向にあるが、両者ともに高得点で、理
解度は良好であった。
　満足度の平均は、『フリースタイル出産の理論と
実際』が、在校生4.8点、臨床助産師5.0点、『IBCLC
による母乳育児支援』は、在校生4.8点、臨床助産
師4.9点、『セクシュアリティと助産師のケア』は、
在校生、臨床助産師ともに５点であった（表５）。
満足度も在校生と臨床助産師ともに高得点であり、
両者ともに満足度は高かった。

４）受講者の学び
　各セミナーにおける受講者の学びを、在校生と
臨床助産師それぞれに自由記述の回答から類似す
る記述内容をまとめ、カテゴリーを抽出した。な
お、１名の受講者の記述内容から複数のカテゴリー
が抽出される場合もあった（表６）。また、『フリー
スタイル出産の理論と実際』の受講者の内１名は、
学びの記載がなかった。以下では、抽出されたカ
テゴリーを＜　＞で、記述内容を「　」で示している。

（１）『フリースタイル出産の理論と実際』
在校生の学びは、＜知識・スキルの向上＞、＜ケ
アのイメージ＞、＜モチベーション・意欲の向上
＞であった。在校生は、フリースタイル出産の理
論を学ぶことで、出産のメカニズムについての知
識を獲得し、ロールプレイでフリースタイル出産
を産婦として実際に体験し、根拠を考えた産婦へ
の＜ケアのイメージ＞ができていた。そうして得
た＜知識・スキルの向上＞は、「産婦が満足のい

表５　2019年度臨床助産学セミナーの理解度と満⾜度（平均点）

テーマ
理解度 満足度

在校生 臨床助産師 在校生 臨床助産師
フリースタイル出産の理論と実際
（在校生６名、臨床助産師８名） 4.7 4.9 4.8 5.0

IBCLCによる母乳育児支援
（在校生６名、臨床助産師７名） 4.8 4.9 4.8 4.9

セクシュアリティと助産師のケア
（在校生13名、臨床助産師１名） 5.0 5.0 5.0 5.0

理解度：５点・よく理解できた、４点・ほぼ理解できた、３点・どちらともいえない、
　　　　２点・やや理解できなかった、１点・全く理解できなかった
満足度：５点・とても満足、４点・やや満足、３点・どちらともいえない、２点・やや不満足、１点・不満足
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⾏
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講
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生も臨床助産師も具体的な支援の方法について学
ぶことができていた。井本（2015）によれば、母
乳育児支援の研修にはレクチャー形式より参加型
のワークショップが効果的である。本セミナーに
おいて、在校生は臨床助産師が行ったロールプレ
イで、褥婦への＜ケアのイメージ＞ができていた。
臨床助産師とともに受講することによって学びが
深まっていたことが重要であり、在校生にとって
実習を目前に控えて行う本セミナーは、実習で役
立つものであった。卒業生も、臨床の場で「母乳
育児支援の知識」が役立っていた。
　春名（2019）は、助産師基礎教育において、「専
門職の自律性の涵養として、助産師としてのアイ
デンティの形成が教育項目にあげられている。助
産師が助産業務において専門職として自らの判断
に責任をもって自律して働く姿を見る機会がなけ
れば、自律した助産師のロールモデルを見つける
ことは難しい」と述べている。開業助産師によっ
て行われる臨床助産学セミナーは自律性の涵養に
つながっているのではないかと考えられた。
　Ａ大学の臨床助産学セミナーは、臨床助産師も
受講している。古川ら（2010）は、病院や診療所
で勤務する助産師がキャリアアップに向けて希望
する研修内容は「フリースタイル出産」、「ハイリ
スク妊産婦ケア・管理」、「乳房管理」、「自然分
娩・介助技術・分娩中の対応」であることを明ら
かにした。そこで、2011年に大学病院、産科診療
所、有床助産院で上記内容に関する研修を受講し
た中堅助産師の、研修受講による助産師としての
自律性とキャリア成熟度の変化について調査した
ところ、ともに上昇していたという（古川、2011）。
一方、本セミナーは臨床助産師にとっては教育機
関で助産師学生と共に受講する研修である。受講
者は、助産師経験１年から37年と大きな幅がある
が、開業助産師から自律的な助産実践を学ぶこと
が＜助産師に必要とされる能力の再認識＞といっ
た助産観の再構築につながり、学生と共に学ぶこ
とが学習への＜モチベーション・意欲の向上＞に
つながっていた。大学という教育機関で行われて
きた臨床助産学セミナーは、臨床助産師にとって
も、大きな教育的意義があったと考えられた。
　以上より、これら２つのセミナーは、Ａ大学学
生にとって在学中の実習はもとより、卒後、助産
師業務の臨床実践の中でも活かせることができて
おり、経験年数を重ね、自律的な助産実践を行っ
ていくなかでより役立つなど、長期的な学習効果

なっていた。
（３）『セクシュアリティと助産師のケア』
　在校生の学びは、＜助産師の対象への理解＞、
＜知識・スキルの向上＞、＜モチベーション・意
欲の向上＞であった。在校生は、「助産師の対象が
⼥性の一生と男性を含むことの実感が湧いた」な
ど、＜助産師の対象の理解＞が深まるとともに、
セクシュアリティについての理解や性に対する意
識の変化など＜知識・スキルの向上＞と、「助産師
にしかできない性教育の重要性を感じた」、「家族
計画の指導に活⽤したい」などといった学習への
＜モチベーション・意欲の向上＞につながっていた。
　臨床助産師の学びは、＜助産師に必要とされる
能力の再認識＞と＜モチベーション・意欲の向上
＞であった。臨床助産師は、若者に対し、共感的
な態度で必要な情報を伝えなければならないと、
＜助産師に必要とされる能力を再認識＞すること
が、臨床現場で性教育を行う上での＜モチベーショ
ン・意欲の向上＞につながっていた。

Ⅴ　考察　

１．臨床助産学セミナーの意義
１）継続的に行われてきたセミナーについて
　これまで継続的に行われてきた臨床助産学セミ
ナーは『フリースタイル出産の理論と実際』と

『IBCLCによる母乳育児支援』である。そこで、ま
ずこの２つのセミナーの意義を考察する。なお、
開業助産師を講師とする『フリースタイル出産の
理論と実際』と、『IBCLCによる母乳育児支援』は、
臨場感あふれるセミナーである。　
　『フリースタイル出産の理論と実際』は、実技
をまじえた学習が、在校生にとっても臨床助産師
にとっても＜知識・スキルの向上＞に有益であっ
た。特に、在校生にとっては助産院での継続事例
実習で実際にフリースタイル出産の介助を行うこ
とがあり、フリースタイル出産介助の機会があっ
た学生には役立っていた。そして、卒業生は、卒
後４年目頃からフリースタイル出産、助産師外来、
院内助産など、自律的な助産師業務を担っており、
助産師としての臨床の場で、「分娩介助技術の理論」
や、本セミナーで認識した「産婦の分娩法へのニー
ズ」を活かした助産ケアを実践していた。本セミ
ナーが助産師の自律につながる効果をもたらして
いたことは最も重要な点である。
　『IBCLCによる母乳育児支援』においても、在校
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を目指し、卒業生の希望をふまえつつ、さらに工
夫し行っていく必要がある。
　Ａ大学で、当初から継続して行われてきた臨床
助産学セミナーは、『フリースタイル出産の理論
と実際』、『IBCLCによる母乳育児支援』と、主に

「マタニティケア能力」の向上に関する内容である。
コアカリキュラム（案）には、「マタニティケア能
力」の向上に関する内容は特に挙げられていない
が、Ａ大学卒業生の多くの就職先では、おおよそ
卒後４年をめどにフリースタイル出産の介助や母
乳外来を行っている。『フリースタイル出産の理論
と実際』と『IBCLCによる母乳育児支援』、この２
つのテーマに関しては、臨床実践のなかで役立っ
ていること、臨床助産師からのニーズもあること、
卒業生が、「マタニティケア能力」、「専門的自立能
力」、に関する内容のセミナーを希望していること
を考慮すると、今後も続けて開催していく必要が
あると考える。
　そして、『セクシュアリティと助産師のケア』に
ついても、性の多様性への理解の⾯から、今後特
に教育を行っていく必要のあるテーマであり、卒
業生が「ウィメンズヘルスケア能力」、「倫理的感
応力」に関するセミナーを希望していることから
も、専門家を招いての開催は、今後も不可欠と考
える。

２）到達目標の明確化と運営のあり方の検討
　臨床助産学セミナーは、在校生と臨床助産師の
参加が混在するセミナーであるが、これまでに行
われてきた臨床助産学セミナーは、到達目標が明
確化されていなかった。今後はそれぞれのセミナー
ごとに到達目標を明確化し実施する必要がある。
　また、各セミナーの運営も、これまで講師任せ
にて行われてきた。今後は、より効果的なセミナー
にしていくべく、教員と講師間で運営方法を検討
し、共同で取り組むことも重要な課題である。

Ⅵ　結語

　学士課程の助産師教育課程のなかで、開設当時
から継続的に行われてきたA大学の臨床助産学セ
ミナーは、卒業生にとっても、在学生にとっても、
また実習施設を中心とする臨床助産師にとっても、
臨床実践につながる内容であり、教育上の意義が
示された。
　今後も、周産期を取り巻く社会情勢の動向を加

をもたらしていたことが明らかとなった。特に、
ロールプレイによる実践的な指導方法は、在校生
にとっても臨床助産師にとっても、臨床実践に役
立つセミナーとなっていると考えられた。

２）2019年度に新たに行われたセミナーについて
　2019年度に、新たな試みとして行われた臨床助
産学セミナーは、『セクシュアリティと助産師のケ
ア』であった。
　2019年度は臨床助産師への案内が不十分で受講
者は１名と少なかったが、在学生にとっても臨床
助産師にとっても満足度が高いものであった。
　セクシュアリティは、近年、性の多様化ととも
に一般的にも注目されており、助産師が知識を深
めるべきテーマである。助産師としてセクシュア
リティについて専門的に研究している講師から新
たな知見や知識を得る貴重な機会を得たことが満
足につながったと考えられる。助産師の自律を目
指す教育内容として意義があるものと考えられた。

２．今後の課題
１）今後行うべき臨床助産学セミナーの内容
　卒業生が今後希望する臨床助産学セミナーの内
容は、「マタニティケア能力」、「ウィメンズヘルス
ケア能力」、「専門的自立能力」、「倫理的感応力」
に関するものであった。
　 一 方 で、 全 国 助 産 師 教 育 協 議 会（2020） は、
2020年１月に、「望ましい助産師教育におけるコア
カリキュラム（案）」を提示した。これは、今後の
人口動態、社会情勢、周産期医療、⼥性医療から、
将来に向けて育成したい助産師像を「生涯にわた
る⼥性の性と生殖に関連した健康に資するため
に、助産師として社会に貢献できる人」とし、こ
の案には助産師に今後さらに期待される能力とし
て、①医療機関だけでなく地域をはじめとするあ
らゆる場におけるケアの拡大 ②プレコンセプショ
ンケアの強化 ③ウィメンズヘルスケアの強化 ④助
産の基盤となる医学・薬学の専門性の強化 ⑤多様
な文化的背景をもつ母子や家族の理解とケアの強
化の、５つが盛り込まれている。
　そして、厚生労働省（2019）による、保健師
助産師看護師学校養成所指定規則の改正案では、
2022年度より履修単位数は現行の28単位から31単
位へと増加する。過密なカリキュラムのなかで行
われている学士課程における助産師教育も、周産
期を取りまく社会情勢のなかで、教育の質の向上
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教育課程の推進−．https://www.nurse.or.jp/up_
pdf/20190425154118_f.pdf（2019年５月17日取得）

日本助産評価機構．（2004）．平成20年度大学評価
研究委託事業「助産分野における就職３年未満
の実践家能力評価−大学院修士課程と大学課程
の比較−」報告書. 

NPO法人日本ラクテーション・コンサルタント協
会編．（2016）．母乳育児支援スタンダード第２版．
医学書院．

全国助産師教育協議会．（2012）．助産師教育のコ
ア内容におけるミニマム・リクワイアメンツの
項目と例示，Vol.2.

 http://www.zenjomid.org/activities/img/min_
require_h25.pdf（2019年５月17日取得）

全国助産師教育協議会．（2018）．助産師教育の質
の保障、助産師養成数の確保に関する要望書．
[H30.12.14, 27] 

 http://www.zenjomid.org/activities/request_
document.html（2019年５月17日取得）

全国助産師教育協議会．（2020）．望ましい助産師
教育におけるコアカリキュラム（案）.

 http://www.zenjomid.org/info/index.htm（2020
年２月18日取得）

味し、臨床での助産実践に有益な臨床助産学セミ
ナーを継続してくことが望まれる。
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